
略 Ckれ 可 OnO Ⅵ c遠」■k」籠胤 騨 nI:凛 全
朋 ¨  直

"

VIESuJv PIRKIMv oRGANIZAVIMo IR VPAUS KONTROLЁ
S TvARKOs APRAttAS

I SKYRIUS
BENDROSIos NUOSTATOS

l.Vicも lliЧ pirkilllu OrganizavimO ir vidaus kOn廿 01ё s tval・kOs apragas(t01iau_Tval‐ kOs
eSlli■ pirkilllu OrganizavimO ir vidaus kOntr01ё

s

譜蹴£霧iattci鍛ぅ蹂ittal

pirkil■ ll vidaus kontrOlo padcda laikytis tcises a

3.Darbuotaai,planuOdami ir atlikdanti pirkimus,vykdydami sutartis ir nustatydami

露胤i占器躊肥:Ttt」辮 襲認sふ電穏:::露島窯]よsま胤i計
五ちH面 S

turi嗜孟』2『軍i器翻雲¶ごⅧ搬L認慰認響翻盤盤撫ぶF呪翻l
pripattinimO,proporcingumO,skaidrtlmO principu ir konfldcncialumO,ncgaligkumo reikala宙

m■ .

5.Esant ncttitikimalarls tatt TVarkOs aprago ir tcises akt,reglalnellltudanこ
iЧ apraSoml

procesl,vadOVau」 amasi teisё s akt nuostatomis.

II SKYRIUS
SAVOKOSIR APIB舶 ZIPIAI

6.ApskaitO tvarkands asmuo ―
｀
PerkanこlosiOs Orgallizacjos darbuotaas arba

ccnttalizllotO,apskaitOs iStaigos paskirtas asmuo,atsakingas uを biudttcto planaviml ir kon廿o19.
7.Centrinё 宙egttЧ pirkimu informacinO sistema(toliau_cIIP IS)一 Valstybё s

inforlnacine sistellna,IQriO」 e:

7.1.tcikiami ir tvttkOmi宙 esⅧЧ plrkimtl skclbimai ir ataskaitos;
7.2.atlickallnOs viesⅧ Ч plrkilnll proccdirosi
7.3.skelbiamOs plallu● an■u atlikti宙 cgttupirkimu SuvCstines,宙 egttЧ pirkimll d01mmentai,

宙eこ可O pirkimo pardavimO sutγ tys,preliminariosiOs vieS● O pirkimo pardavimo sutarサ s ir kita
inforlnacJa apic宙

9こuosills pirkimus;

7.4.archyvuttamiir saugomi宙 ぶlliu pil・kimll dOkumcntat
7.5。 atliekalll■ i kiti istatylmuOsc nustatメ i vcikSmai.

8.CPO LT elektroninis katalogas― vgl cPO LT valdoma ir"al‐koma informacinO
sistcma,ku五可cfOmu● ami prekiЧ ,paslaug■ ir darbЧ isigjin■ u uttSakymai irj■ pagrindu atlickamos
ccntralizL10ttl pil‐kimu prOccdiros.



画岬iti盤盟驚糊壼罵:if   li鳳∫摯漁 輛 蹴s.由"m亀
鍋

膿鮮鐵鷲』I発燃
網二れ撥 鱗[駆1響l器

『蝙 懺 獄fw凱乳d蹴

mttЮふittt胤器stttli脂露鷹搬洲Ⅷ 出 襟淵‰ :pirkilnu SOrasas.

MH助」}謂出£棚 癬鳳悧 :憮脇 酵げ
帥鐵mhm卿狙

13.1.rcngiamas ir koreguttalnas Tval・ kOs apraSas;

曙planas,vykdOmajO kOntr01ё
;

盤[il亀紺究盤:F[榔器庶滅瀧;bidt
irkimll dOkumelltai.

n■l prOceso adllllinistratoriaus parengta ir c、″P Is
ais plalluttamus VylCdyti pirkimus.

『盤丼潔拙
d嵩
将
S騎'柵黙T瑠棚躍蹴 i驚:驚li柵,, susiiusiCms su pirkimais priimti, allalizё  ir

apibcndl・ inilnasが iekiそIIt ζsiaiskinti tickaus,ku五

:lbinlpalil:::ill;輩 :.paSiulymus del atitinkamll
prckiЧ ,paslaugu ar darbЧ pirkilno ir konleruoil d

轟 驀 瀞 職柵 籠赫 準
17.Sutarこ iЧ administratorius― vadovO isakymu paski■ as darbuotaas,atsakingas uを

pirkimo sutarё iЧ rcgistracjl,administra宙 mO ir prcvcncin9 kOntl‐019.
18.Utt sutarties vykdyma atsakingas asmuo― vadovo isakyn■ u paskirtas dal・ buOtaas,

atsakingas utt pil・kimO sutЛ es vylcdymo p五 ettiirQ.
19,Vadovas― asmuo,磁imantis aukこ こiausias parelgas Perkanこiq● e OrganizacJqc

(direktO五 us,sttimas,宙 rgininkas,vyr.gydytttas廿 kt.)ir atsakingas u2 o電 allizactOs VCiklos
organizavima bCi Valdyml.

20.Vieも可 O pirkimO iniciatOrius― vadOv。 lSakymu paskiltas dal‐ buotaas,kuris nurodO
rcikalingЧ  isigyti prckiЧ ,paslaugЧ ar darb■l poreikl ir iniCttuaa vies● o pirkimo procediras.
21.Viegtto pirkim0 0rganizatorius― vadovo isakylmu paskirtas darbuotaas,kuris

organizu●a ir atlicka mttOs vcrtOs宙eg●。pirkimo,pagal preliminttitta sutttti VykdOmo atnauJinto
tiCk司O Var町、 Osi,dinamines pirkimO sistcmos pagrindu ttlickamO pirkimo ir(鉗ba)pirkilnO pcr
CPO LT elektronini kata10go,kai tOkiam pirkimui atlikti nesudaroma komisja,procediras.

22.Vieζ ttЧ pirkim■ mOnitOringo infOrmacinO sistema(t01iau― vPM IS)一 CVP IS
posistemё,kuriae skclbiamos vieSttO pirkimO pardavimO sutartys ir preliminariOsiOs vieg可 。
pirkil■0_pardavilllo sutattys.

23.VieSttЧ pirkimЧ procesO administratqrius― vadOvO isakymu paskirtas darbuotttaS,
atsakingas uを vicsⅧ u plrkirnЧ proccs0 0rganizavlll10 1r ad■lillistravilnQ.

24.Kitos TvarkOs aprage v狙 o」 amos pagrindinOs s甲 ′OkOS,nustatytos VPI ir kitl10sc vicζ』Ч
pirkimu Veikll reglamcntuttalllこ iuosc tcises aktllose.



∽
付
目
「
目
』
①
一
〇
目
薇
〓
〓
ｔ
く

』婚
慶
瞭
喜

で
約“
】９

８
出
お
＞
い

襲
肇
駅
勇
黎

∽
増

∽
ｏ
澤
勅
ｏ
下

¨
一口
璃
岬

０
にく

∽̈
場

・巣
婆
嗜纂
磐

∽
パョ
。
一一Ｃ
＞
「』
ヽ

』厨

∽
口
網
目
０
口
】
〇
う
０

発
響

縦
晰

Ю
Ｐ
昧
」
魯
僣
出
・
ｃ
】［０＞
ｏＺ

∽
●
】や
ぃ
肖
Ｏ
Ｑ

∽
つ
一口
「
い
Ｊ
■
層
扇

隠
暉
彎
誇
薬

∽
に
日

、
わ
に
』
Ｑ
く

．む
ミ
（ミ
ゞ

ミ

Ｓ

ミ

ミ

ο
Ｑ

ｏ
釈

［Ｃ

ｏ
日

∽
Ｈ

】

Σ

詔

日

“
ぢ

島

ｏ
】
ｏ
出

増

昭

日

付
】“
口
８

路

ｍ
●

さ

８

出
お

＞
い

・コ
解
【ヽ

出
“
∽
一
“
匡
〓
』
一＞
一
ｏ
Ｑ

Ｃ
”
“
』
Ｑ
“
　
∽
○
〓
】
に
＞
【
　ヽ
∽
に
＞
０
０
“

′ヽ
　
．∽
に
＞
〇
「
“
＞
　
∽
“
如
Ｃ
一〓
に
∽
一
に
　
に
「
、
　
Ｃ
Ｃ
〕蠣
口
一』
出
写
Ｎ
３
　
¨
∽
０
日

、
脳

に̈
一

一一
一
“
¨
“
“
十
ｒ
ｒ
一
一
で
し
¨
¨
一
世
ｒ
Ｆ
ｔ
愕
一
い
攣
世
”
拝
＝
＝
い
係
ド
脚
匈
卜
ヽ
ド
餞
一
叫
け
」
け
Ｆ
出
】
［
・
Ｑ

ず
「
コ
勅
〇
〕
＞

ず
一
一出

Ｌ
「
一
飩

〆ヽ

パ
⊃

（
矧
コ
「
辮
潮
側
響
刻
響
Ｏ

ｏ
な
■
に
一ｏ
＞
∽
９
ｏ
日

ｏ
一■

（】
国
い
＞
）
８

７

中日
ｏ
出

レ”円暉“‐陣隧旧懸ほ階＝膠Ｆ」略障艘曖賜い同には医にに旧ほ喘」四旧Ｆ‐いいＭ隠ド陣麻Ｈ　Ｃ， ＸＬ
に［出ｏ一
・のに，
００
Ｃヽ
オ

一∽馬
嘔っ
唱
目
創
潮
劃
日
馴
釧
副
∃

．
こ
Ｆ

マ

嬌
〆

Ｃ

ｒ
‘

一
ハ

■
中
‘

べ
袋

Ｓ

Ｃ
卜
∝
ｒ

Ｌ
一

∝
０
一
』
ω
＞

●

口

増

出

』
一

ず
日

ｅ
ｓ
日
“
目
に
な
つ
一０
「に
出
∽
、∽
戸
日

〓

ｏ
悩

Ｑ
ｏ
ｒ

【
ｅ
鳳

已

，
日
「ゼ

ニ

言

一一ｏ
Ｅ

一督

ｆ

下
〓
●
＞
ｏ
Ｏ
お

一
匡
〓
ｏ
澤
【
〓
Ｃ
ｒ
・〓
＞
一
一

輌
だ
ｅ

〓

“
島
匡
８

武
き
日

ｏ
ヽ
摯
日

一ゼ

ニ

ご
５
“
如
ご
』
ｏ
潟
ち
■
「
ず
日

ゼ̈

ニ

ｒ
Ｆ
都
下

幼
〓
“
如
ω
Ｑ
　

Ｉ

夢
彙
押肇

”憂
要
業
萎
繋
郷

苺
ξ
日ｏ〓叫̈
奎̈
頭
「巽
騨
覇
畢
郡一ｏ‥
員環
曾
．退

２
日
ヽ
１
男
〓
ヽ
・コ

・^　
Ｄ
々
ν『】５
‥
８

「

ゴ
●

“̈
出
器

∽

［
・（

増

ご
路

日
卜
に
一
∽
一』
“
ｒ

ｒ

¨
∽
∝
日
キ
∽
お

鵠
ｏ罵壺
目
ｃ一口】目
一当０】①〓
∝静
♂
顧
み
Ｈ野
ね
票
凝
畔評
計
∽【製
妻
．高

厖
踵
階
腱
６
６
、出∽ｃξ
ぢ
ｇ
選
一日
署

６
日
Ｔ
Ｄ
覇
曽
目
ｏ
日
∽ｃ
窯
ど
コ
ヽ
∽罵

０
日
、
０
出
ヽ
＞
言
０
お
一●
∽
瀾
づ
一０
や
雷
日
ｂ
鴬
ユ
　
ー

ご
日
「
、
出
∽
ご
一

○̈
臀
綱
む
（
出
∽
ず
ｔ
ｏ
一“
Ｎ
■

一〇
口
】
「む
（
出
∽
●

】̈
〇
事

δ
日
て
ｒ
∽
ご
】
ｅ
に
お
∽
■
■
も
に
ｏ
Ｒ

時
に
隣
膠
陽
朧
腱
睡
隔
騰
謄
暑
・Ｉ
ｏ蚕

∽
嘱
目
∽
¨
目
【
根

∽
］
目
【
∽
Ｏ
ｏ
Ｏ
』
餞

（
の
Ｃ
”
“
』
Ｌ
に

∽
〇
〓
』
Ｃ
＞
ト

ー

〓
ｃ
〓
ｏ
じ

∽
“
渤
“
』
ら
に

の
Ｏ
峯
』
Ｃ
＞
一
∽
０
【〇
』
一
饉
〇
〓

∽
澤
“
づ
・【＞

』
【
Ｏ
Ｃ
日
・【＞
薇
日
・【目
薇
∞
』
Ｏ

，
日
コ
山
ａ
Ｆ
言
晉
【＞

∽
晨
目
綱
＞
Ｃ
』
“
【〓
ｏ
づ

，
一
０
』
０
一
饉
。【
摯
嘱
つ
に
＞
【』
餞

ｏ
日
【』
、
出
の
】』
Ｑ
曽
彎
ｏ
Ｎ
目
編

デ
「

』
】
Ｏ
Ｃ
日
嘱』
、
出
∽
Ｃ
ａ

へＣ
Ｃ
日
【
＞
“
Ｎ
¨
目
Ｃ
¨
』
●

●
∽
０
０
０
』
ａ

ｒ
饉
】
】
〓
』
・【
島

Ｆ
躊
”濶
ｏ
】
＞

瀾
目

Ｆ
“
目
”〓
付
∽
一
“

‐
‐
い
Ｆ
』
ｐ
曜
に
旧
い

』
”

づ

【
ｏ
壱
）
”
“

Ｃ
日
、

〓
一Ｃ

の
い

ｍ
．い
は

∽
く
動
く
“
餞
く

〇
∽
目
０
０
“
餞
Ｄ
】
占
口
２
〔日
餞
Ｄ
』
Ｄ
幼
目
日
＞

∽
「
Ｆ
】
己
♂
戸
）
自
∽

日
】
日

‐

V



ご
目
ｏ■
０
お
ｏ

〓
口
お
〓
ｏ
Ｎ
“
Ｑ

静
出
ぉ
≧

暉
Б
お
日
日
３

８
ご
紫
あ
毬
】髯

跳
ｏ
増
０
日

■
０
口
露
鷺
爛

竃

消

【
飩
＞

一“
ざ

Ｑ

ｃ
日
卦
増
路
Ｑ

ｏ
お
網
髯

ｏ
一∽
・
お
日
一Ｓ

】】
ず
お
一っ
∽
〇
日
】竜
五

“
■
む
下
　
―

パ
Ｈ
】
Σ

¨
げ
日
長
】二

ゞ
当
［扇

載
９

ｃ
「
８
日
】
ε
綱

ｃ
日
ｏ
一ｃ
ｔ
「
ヽ
雰
下

に
つ
ｏ
＞
●
∽
　
―

ド
一
口
■
想
こ

∽
ｏ
日
髯
∽
場

ｏ
日
コ
』五

‘
綱
日
“
編
Ｏ
ｃ
日
】遥
五

ご
ｏ
出
口
つ
出
“
製
ｏ
目
ヽ
　
―

黙
起
厨
一つ
∽

ｃ
で
】お
層
日
一［８
ヽ

罵
“
お
Ｑ

∽ｃ
虐
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
】
Ｑ

場
ｏ
日
、
Ｎ
お
＞

ず
δ
贅
ｏ
■
　
９
編
Ｆ
，
■
に

ｏ
■
■
＞
　
―

ざ
¨
ｏ
［に
一に
出
一員
口̈
○
お
脳
①
【ｏ
ト
ロ
〇
缶
０

８
Ｑ
ｃ
鉾
中ゼ
ニ

含
じ

増

簿
】３

８
８
ヽ
ｏ
日
一署
■

８
〓
ｏ
＞
８
翌
日

ｏ
も
出
螢

】一
“
ぢ
闘
一鷹

鉾
ｏ
　
ｌ

さ
日
コ
鳳
お
一
，
日
「さ
五

●
Ｆ
ｃ
口

お

ｃ
日
「編
【∽
当
一

Ｑ
層

■

，
日

「ゼ

ニ

ｏ
■̈
ち
日

ｃ
Ｆ
●
コ
ｏ
「
】

へ■

当̈

日
ｏ
Ｑ

＝
壽
８

　

１

さ
出
お

≧

ゞ
お
お
日
●
口
毬

“
』
浄

８
重
お
＞
卜

［“
“
特
ヽ
路
】
い
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
】
Ｑ
Ｏ
日

コ
相
Ｑ
ｃ
８
●
コ
ｏ
「

一　

―

Ｃ̈
【目
■
ゝ
一
∽Ｏ
出
口
一「
●
口
】Ｃ
贅
曽
】出
中①
】〇
ヽ
識
幼̈
“
出
０
目
や“

靭
鰐
抑醍
が
雷
翼
嚢
駆
華
眈
需
【詳
軒
熱嶋
高一鞠
己

４
当
２
ｏ
粂
富
つ
お
ｏ
お

ｒ
“
尽

［路
ヽ
メ
コ
ｏ
餞
Ｑ
∽
聖
一「謗

ｏ
≧
あ

ｅ
ｃ
∽゙
い
０
　
１

あ
Ｈ
ヽ
＞
０

∽
●
薇
出
∽
“
撼

ず
日
】竜

五

∽
ｏ
■
ち
日

ｏ
コ
一ヽ

‘
脳
お
＞
や
Ｓ
む
“
一∽
●
螢
い
』
＞

一―

ぉ
い

。
目

還

鸞

Ｑ
ミ

璃
露

８

ご
●
「出
「０
８

Ｑ
一日

８

ビ
■

口
ｏ
∽
ｏ
ｆ
楊

∽
日
綱
崇

都
∽
一８

∽日
ｏ
事
選

ぢ
一【に
¨
∽
①
中一脳
〓
罵

ゴ
ｃ
日
】ゼ
五

溜
編
∽
】ｃ
幼
ｏ
】＞
が
∽
言
∽
●
コ
∽
●
∽
へご
目
ｏ
日
０
も
０
摯
轟
づ
】＞
ご
「出
消

ｏ
幼
“
Ｌ
ぼ

∽
ｏ
出
お
＞
い
に
出
ｏ
〓
場
　
―

旧

鵬

睡

駆

贋

煙

串
巽

巽

扇

曇

詩

討

弓

ず
勁̈　
“
一σ
“
Ｎ
一目
ヽ
∞
』
〇
　
一ｏ
つ
　
〇
口
』卜
０
〓
、
＞
一

寧
「　
・蠣
　
ず
一つ【“
一っ
∽　
プ
一〇
５』一∽「̈
〇「バ
“
　
』一

〆
コ
日
輌
①
〓
∝
Ｑ
一二
〓

鷲
〓
輌
３
∽
ｏ
日
〓
』
二

】“
＞
＞
〓
０
】
“

一
０
口
綱
＞
“
０
・

，
一
や
濤
螂
澤
∽
　
〇
口
鋼
脳
】
］
Ｑ
　
一出
】

∽
●
一“
口
一
“
「】
〇

ご

ヽ
助
ｃ
】
［
∽
ｃ
ａ
　
ｏ
“
●
“
∽
　
】
一

「』
い
一バ
「】
Ｑ
　
Ｉ

ｏ
ぢ

Ｂ

下

簿

一
む

“
ｏ
・
∽
“
ぢ

う
お
∽
慟

８

　

１

∽̈
一■
口
０
口
】
●
出
０
０

０
口
轟
脳
』
一Ｑ
“
一“
口
ｏ
「
　
―

▼

ヽ ′

寸



●
目
Ｑ
日
ＨＯ
う
ｏ

ｃ
目
電
コ
一】
やＳ
ａ

∽
う
一
ｏ
Я
Ｈ

】
ｏ
Ｏ

Ｓ
ｔ
厨
出

】
∽
が
■
０
い●
お
∽
「
串
口
】
０
に

ｏ
８
ｏ
８
Ｑ
，
日

ゼ̈

五

宙
Ｆ
Ｕ
一＞

．Ｆ
ｄ
〇
一０
●
口̈
「
ｏ
Ｏ
口
ｏ
【に
出

〇
∞
】
①
Ｑ
に
一“【一［∽
出
事
に
、
事
い
０

■
壼
冨

「
ｏ
に
お
コ
ｏ
Ｏ
ぉ
日
に
３
８
日
「

∽
パむ
ｏ
「
一Ｃ
＞
一』
Ｑ

』
０

∽
口
】
】口
Ｑ
Я
Ｈ
Ｏ
い
０

∽
日
曾
Ｆ
に
口
望
ら
ｃ
】
「髯
く

。∽
○
】Ｎ
Ｏ
Ｃ
粕
Ｑ
Ｏ
の
Ｏ
】
い
０
０
０
０
】
Ｑ

Ｏ
Ｃ
】
】出
】
】
ヽ

Ｏ
Ｃ
】
】＞
に
ビヽ
ハ
［に
つ

〕当
０
に
出
Ｒ
憲
＞
ｏＺ

中●
】出
「
①
】
〇
ヽ

∽
●
ｏ
“
】
〕
∽
り
ヽ

．０

い
Ｈ
Ｏ
『０
電
湿
一Ｑ
‘
【
一出
Ｈ

あ
５
日
】
一σ
¨
ご
お

０
ム

資
日
創
「
副
副
日
剤
∃
引
日
側
∃
倒
剖
珂
劇
副
Ｊ
∃
Ы
¶
劃
樹

日
に
お
目
ｗづ
出
ぃ
６
ロ

ゴ
が
お
脳
ｏ
■

●
■
コ
ｏ
題
れ

が
■
】∽
中髯

δ
日
コ
一
に
お
い
口

ざ
日
一一̈
ｏ
出

ざ
日
一ひ
起
】
Ｑ

８
一〓
●
●
∽
　
ｏ
日
『ゼ

ニ

５
０
　
∽
い
日
卦
増
の　
に
一当
８

】
「

僣
ぢ
ｏ
「
ｏ
■
「　
ご
増
謳
８
ｏ
ヽ

一颯
ｗ８
　
１

ヨ還
ぞ
づ〓翼
響
に亜
翌
礎
罪
棗
轟鰤綺瑚
難
掛
翼
轟
鳴・湖

ポ
３
日
、
当
“
【
ず
綱
日
伯
髯

ご
む
に
一
∽
●
薇
ム
お
お
ち
∽
】薦

】バ
】』
Ｑ
　
Ｉ

ざ
日
、
０
脳
い
′
，
日
】
６
“
て
お

，
ス

ご
お
ｏ
日
●
目
ｏ
Ｆ

熙

ち

∽
ｏ
ぢ
一む
ｃ
Ｏ
●
∽
】縮

一瀾
「】
ヽ
　
―

´
ｍ
、
一雰

ご
ね
に
起

日

ｏ
罫

焉

一虜

ｏ
日

竜̈

五

ご
コ

増

宙
編
日
」
髯

ご
む

“
瑾

日

∽
日
ｏ
一ア

事
鳳

出
】聖

一日
ｏ
Ｏ
出
さ
′
ご
い
０

罵
日
「な
出
ｏ
日

０
“
出

ざ
収
廿
“
ち

∽
ｏ
日
】き

二

“
ゝ
〓
日
●
口

ぢ
口

，
お
〓
澪
鶴
Ｒ

０

際

隊

障

腱

膚

晰

睡

旧

ほ

瞬

ド

ｂ

朧

順

ド

■

ｏ̈
口
①
＞
ｏ
「
Ｑ
ｏ
日
む

執

＞
●
Ｅ

ｃ
一虜

Ｃ

ｏ
罵̈

―

ｄ

劃

ゴ

ョ

「

劃

ｏ
罵
２
】
Ｑ

∽
“
コ
ｏ
に
お
コ
ｏ
一

〇
目
【●
〓
幼
】一Ｃ
で
Ｚ

褒̈
「
ｏ
一
配
燿
目
“
¨
』
ｏ
増

晨
〓
ｏ
一
編
ｏ
一

。
日

ｒ
日

『峯
彙
ａ
ｒ
『ｒ
”
増
＞

ぁ
っ
【
［一一一
０
“
Ｎ
｝∽
“
Ｑ
Ｏ
膚
【ハ
一“
一ｏ
口
①
づ
嘔
口
〇
出
〇
勁
“
【
∽̈
“
Ｑ
』
一
〇
０
「
負
瀾
５
　
１

パ
調
“副
ｇ
ン
囀̈
群
［一
銀
ヽ
謝
緻
「調
）
ｏ
お
″【罵
一ｏ
＞
∽
】
国
卜
＞

∽“
コ
ｏ
“
「に
一〓
①
芍
〓
∽
Ｏ
』
①
一Ｃ
一
Ｆ
お
“
＞
一』
Ｑ

一日
“
０
謳
２
に
熱
凛

一日
に
つ
、
Ｐ
五
Ｎ
っ

〆
５
８
お
一嘔

∽
輌
∽
ｏ
５
昭
下

ｏ
＞
“
∽
“
８
５
お
コ
ｏ
づ

ゴ
日
む
●
４

ｏ
目
【一嘔
』
Φ
Ｏ
す
∽
〇
】
ｏ
一目
一
Ｆ
も
“
＞
一』
Ｑ
増

富
Ｆ
勅
載
＞
∽
ｏ
〓
一一ρ
“
Ｑ
∽
〇
ぼ

∽
〇
＞
コ
一聖
口

∽
一一暉
に
Ｆ
“
＞
ｏ
Ｏ
に
＞
　
―

総
ぢ
通
ど
∽“日
３
颯
＞
【““ａ
∽欄
「
副
日
ゴ
樹
難
烈
側
刊
劃
罰
釧
漸
獲
製
甜
酢

銚
ｏ
「
へρ
“
一】に
出
３
∽
面

（^
増

ピ
路
日
む
●
∽
一「
Ｑ
面
＾^

ざ
“
コ
ｃ
場
出

８
層
■
■
８
喜
ｏ
τ

い
日

〇
餞
０

ご

Ｈ

】

Σ

へ
曽

』
＞

ｏ

）

総

ｏ
日

ｏ
一
∽
場

総

０
■

Ｘ

日

】
ε

編

ｏ
８

“
颯

【
ｃ
当

日

■

日

６ヽ

出
、
＞

ず
日

一
ゼ

二

ｒ
Ｆ
幼
ｏ
下
　
∽“
諷
出
∽僣
Ｑ

“
ｔ
ａ
事
∽　
の
目
「
ｏ
゛
に
お
の
■
・【日
づ
ｃ
　
ｏ
一
ｏ
０
０
』
魚
　
，
日
コ
着
ａ
　
Ｆ
言
Ｂ

＞̈

∽
一一ｏ
〓
一
〕】
ら
５
“
コ
０
“
Ｎ
一』
副
耐
翻
ｄ
「
刷
ｄ
司
Ч
剛
酬
劃
「
ｑ
国
「
悧
劇
「
洲
Ｊ
副
引
倒
判
引
日
劇
Ｈ
「
欄
Ｊ
日
引
副
引
副
「
引
引
釧
引
引
割
ｄ
「
引
副
副
州
川
「
引
烈

Ｆ
害
巻
写

瀾

●
■
ｏ
日
∽
“

〓
０
目
に
嵐
』
“
≧

ご
・【“
脳
∽
Ｑ
付

目
∽
に
■
お
ｏ

■

油

∽日
輌
ｏ
日

∽日
載
やコ

一出
中０
』
Ｏ
Ｑ

ず
つ
】
串
）
熱
ｗ
ず
助
●
お
［∽
“
Ｑ

ず^
出̈
①
】
Ｑ
宙
“
口
〓
Ｃ
出
哺０
】
∽
０
■
■
∽
○
＞
“
∽
〇
粽
ｗや∽
●
０

（Ｃ
一①
バ
０
●
一つ

ご
ｏ
日

ご
コ

ｓ
日
ｃ
８
が
選

二

¨

∽
“
日
に
つ
押
ｏ
＞
Ｎ
場
罵

∽^
編
』
ｏ
一
凝
ｏ
■
暉

ｏ
日
コ
】
】ヽ

ｏ
ぢ
Ｂ
一＞

薇

自
「
ぼ
弓
“
習
∽
“
ヽ

〇
【目
目
【に
喘ｏ
目
①
●
嘱
饉
〇
脳

へ８

智
ｏ
に
』
ｃ
コ
ｏ
づ
ｏ
日
●
当
油
【【翅
①
目

』
【
ず
∽
①
』
０
一
目
【
ず
【
Ｏ
Ｃ
＞
一』
ヽ
一

∽
“
目
ｔ
ｒ
”
一
の
う
饉

〇
】〓
一
①
』
Ｏ
ａ

Ｆ
暉
薔
〓
』
】
』

①
∽
Ｏ
Ｃ
目
①
や
∽
】
∽

ｏ
お

。
日

ｏ
●
日

』
ξ

編

∽
に
日

、
〓
』
“
＞
や

』
】
∽
に
目
薇
』
嘔
〓
●
∽
Ｆ
』
、
〓
∽
“
〔

．寸
．崎
Ｎ

、ヽ.申/



ξξ
Q.ヨ
|:ξ

II

宙

:ξ

II

言 :::: :::::Fi

:1::言:fi:富 :

ξ[1
::言 E

:・ :量

硯路ざ

目Σ
・ヨ

i: ::・ :

量ξ::3言。:
.aS壇 彗[ミ::[:].:[

『:ifE[

.3・ヨ

塚
~ギ

・,8
0"Y
事

0

穏・鮮

5

=〇

“ω

目

〇

日

=ヽ

●

日

置層
.ヨ お
の  N
付 層

・ヨ還
‐  O

E習
配 a

薇   Σ
=   >

占量湧

ｏ
日
”峯
山
Ｑ
　

ｏ
言
渤
ｏ
写

　

―
　

“増
「
９
“
Ｎ
■
●
”
ｏ
　

ｏ
日
コ
】
Ｑ̈
　

ｏ
８
Ｂ
下

　

∽“
日
“
Ｏ
ｏ
●
一
』
Ｏ
Ｑ

∽
ｃ
●
ｏ
日
ご
ち
０
　
∽“
ゝ
均“
】】∽“
ヽ
　
き
出
幼
罵
ぉ
Ｑ
　
ｏ
日

出̈
】
ｉ
　
ｃ
一“
口
０
お
Ｑ
　
ｏ
勅“
増
∽に
Ｑ
　
∽
薇
＞
０
●
”
＞

．●
＞
〇
一
Ｃ
＞
０
［“
〓
嘱
】に
〇
一ロ
コ
“
一
“
ヽ
〇
一
●
∽
“
膚
お
口
電
δ
Ｏ
一に
日
ｏ
Ｏ
網
Ｑ
“
Ｑ
“
脳
幼
】Ｃ
お
Ｑ
Ｏ
口
】一出
】
】Ｑ

コ
“
】覇

お

増
口
一一“
Ｏ
ｃ
守

旨

玉

〓

お

撃
一ｏ
中［Ｓ

“
ε
幽

ｏ
当
「
●

“
稗
路
Ｎ
一目

鉾
ｏ
【８
一０
選

さ
ｏ
』
〕武

き
出
瀾】に
お
ヽ
○
日
『ゼ
■

一為
目
ｏ
お
Ｑ
綸
に
＞
】̈
ヽ
∽

・
日
』
８
，
ｏ
■
】
●
日
コ
』
引』
ｏ
ぢ
そ
下

ヘロ
旧
目
日
旧
日
「
日
目
ョ
劇
ヨ
Ｊ
引
卦
嘗
斗
甘
詐

ト

ー



．∽
〇
一Ｃ
づ

〇
口
き
い
【お
づ
づ
∽
∽
０
■
壼
Ｓ
●
∽
〇
目
綱
鱗
餞
】
ヽ

∽
〇
口
綱
∽
い
０

中出
中
り
Я
【“
【
∽
ｏ
口
０
口
瀾

い
のＣ
一［
ｅ
Ｃ出
層

一̈ｏ＞
ｏロ

●
Ｆ
≧
ｃ
識
日

】き

五

ゴ

ロ
事
鳳

五
お
一
―

∽̈
〇
一Ｃ
一

〇
ｄ
Ｆ
●
こ
づ
う
∽
∽
ｏ
■
】
髯
っ
∽
〇
口
綱
脳
増
Ｑ

∽
○
口
綱
∽
い
つ

】出
¨
り
Я
【“
一
∽
ｏ
目
０
目
】

ヾ
資
コ
目

ヽ
葛
出
●
璃
お
＞
ｏ
口
澤
で

‘ヽ
‘

が
口
＝
出
】
】Ｑ
【〓
口
軍
∽
“
』
Ｑ
“
ヽ
づ
∽　
―

∽̈
〇
一“
ｏ

Ｏ
口
い
０
３
ｏ
●
∽
∽
ｏ
事
』
翠
う
∽
〇
目
積
出
「
】ｎ

∽
Ｏ
口
増
∽
い
０
「出
】
り
日
一６
「∽
ｏ
口
や
日
【

Ｎ
∽
●
出
目

ヽ
『に
出
●
璃
［ｏ
＞
ｏ
口
澤
で

‘ヽ
僣

ｏ
口
網
脳
出
ヽ
∽
０
七
δ
＞

∽
Ｏ
Ｎ
蜃
Ｆ
【
―

一【澤
喘
∽
一〇
つ
ｏ
Ｚ

８

日
∽“
路
智

中毒

∽
場

劇

Ы

劇

コ

ａ

コ

倒

劇

ヨ

ゴ

研

母

に
Ｏ
①
つ
“
、

今
コ

】
¨
∽
●
Ｆ

ｏ
一】曳

ｏ
日
■
一〓
ｏ
＞

，
日
卦
層
諮
ヽ

お
い
日
】滝

罵
鋼
８

∽
ｏ
コ
露

贅
嘱
「お
じ
［

●
８
出
①
事
ご
一当
ｏ
ぢ
】
ヽ
８
事
お
一●
∽
ｏ
日
一ゼ

「０

∽
ヨ
●
ｏ
日
ａ
ち
０
貿
硫
凛
［僣
出
【８

事
´
ま
ぃ
′
事
日

出̈
消
飩

ぁ
っ
お
出
０
「一
∽
増
［璃
０
口
ｏ
一
〇
Ｑ
に
な
綸
】
き

中に
一∽
】̈
“
に
，

口
∽
〇
∞
卦
ｃ
∽
ｏ
日
、
０
出
、
＞
８
下
お
一●
∽
お

■
８
出
ｏ
事
お

】〓
出
ｏ
Ｆ
ｏ
ｏ
日
コ
】
五

路
日
ゞ
●
ｃ
当
日

で
ゝ
Ｏ
ｏ
日

口
ｏ
８
出
幼
罵
お
Ｑ
ｏ
日
『ゼ

五

昭
口
ｏ
下

ョ
ｏ
Ｏ
ｓ
ｐ
お

に
お
Ｏ
ｏ
網
僣
出
ざ

増
日
】ｇ

ｏ
日
む

最
ド

∽
遇
焉

一虜

ゴ
一日

８̈

ニ

ヘ路
塵
ｏ
Ｆ
ｏ
ｏ
日
】ゼ
五

∽
膚
晰
罵

に
お
●

∽
ｏ
コ
ｏ
ｃ
ｃ
日
ε
綱

∽
９
喘
ｏ
場
Ｑ

習

●
響
∴

ど
〓
口
ｏ
日
け
も
Ｏ

ｏ
日
】者
二

事
´
当
き

ヽ

↑
０
お
）
出

中一綱
【∽当
ヽ
０

「ヌ
幼“
餞
急

ヽ

コ
“
“

ｏ
●
日
路

∽に
“
■
選
”∽
潟

〇
餞
０

∽
０
つ
、
コ
に
＞
中ヽ
語
∽

ゴ
田
日
む
撃
∽
】】
Ｑ
西

（（

僣
日

髯
∽
場

　

に
つ
お

　

“
日
ｏ
一
∽
場

　

〇
日
、
コ
僣
＞
　

ご
目
ｏ
日
●
出
ｏ
Ｏ

　

へご

鷲

Ｑ
　

●
■
■

ｏ
お
出
ｏ
τ

ド
０
い
０

日
颯
日

】̈
【
Ｑ

∽
日

『［ｃ
”
日

鷲
鸞

〇
餞
０

紹
ぐ
ε
罵
ｔ
＞
ｃ
∽

「
お
０
９
‘
お

Ｑ

罵
ヨ
ｏ
日
澤
出
ｏ
０

「ゝ

鷲
』
【路

餞
　

・路
編

つ
ｏ
ｏ
ｏ
】
ヽ
　

〇
日

】ゼ

五

　

『喜

目
場

　

〇
飩
０
　

∽
釈
ゝ
コ
ｃ
ｔ
＞
“
∽
　

ｃ
日
尋

ｏ
お

ヽ

】
「
　
∽
】に
Ｏ
①
「】
ヽ
　
∽
一に
コ
Ｃ
●
ｔ
颯
鴫
　
●
∽
　
げ
出
幼
一に
お

Ｑ
　
Ｏ
目
＝
出
」
「ヽ

　
゛
一口
】』
ｏ
一
●
∽
　
○
幼
“
】
一∽
“
Ｑ
　
∽
Ｃ
＞
〇
弓
に
オヽ

．〇
』
０

∽
収
ヽ
コ
“
ｔ
≧
あ

“
日
●
き
髯

〓
０
■
∽
ｏ
脳
幼
罵
譜
Ｑ
ｏ
日
「脳
】
二

増
】
ヽ

趙
ゃ０
■
Ｌ

「澤
０
■
〓

博
日
■
一言
一≧
“
Ｑ
博
〓
に
“
二
）い
つ
ご
コ

滝

〓
留
Ｑ
増
口
■
ｏ
お
出
ｏ
ぢ

∽脳
ｏ
ト

■
Ｂ
】
ｃ
ゝ
ざ
日
５
薔
‘
ス

■
日
一ゼ
●

一
ｃ
出
へ∽
ｏ
ｏ
日
諮

ｏ
お
畠
〓
お
≧

ご
一ｃ
脳
∽
き

鷲

ｃ
日
■
】一】
一≧
“
ヽ

■
層
“

電
日
）
場
Ｑ

，
Ｓ

∽増
】
ｅ
璃
ｏ
】■

ｏ
日
コ
】ｔ

ｏ
８
Ｂ
】＞

・う
０
い
０

●
編
一日
中一』
ヽ

∽日
】［“
”

日
載
鸞

増
口
ｏ
日
雷

●
“
綱
黎
ｗ∽罵

〇
』
０

お
く
ε
罵
２
お

∽
●
∽
“
綱
お
０
∽
●
倒
ｏ
日
ａ
る
０
∽
ｏ
●
渤
出

旧

隠

ド

睡

疇

隔

隠

に

隣

疇

躍

隠

選

∽
・
コ
ョ

Ｃ

ｏ
ぼ

昌

遥

旨

∽
重

贅

．〇

』
０

∽
０
だ
ぃ０
一“
＞
一＞
“
∽

∽
】Ｃ
Ｏ
Ｏ
［】
Ｑ

●
∽
澤
ｔ
厨
出

に
出
勁
「”
摯
、
Ｑ
】一
口
“
一
〇
●
一
】
Ｏ
Ｑ

∽
“
】
中
づ
０
０
０
「
Ｑ

Ｏ
口
】
一贅
】
一
Ｑ

一一脳
目
一に
っ
口
＝
づ
０
＞
“
ヽ
】
一

〇
員
お
出
】
一Ｑ
お
ぜ
（
幼
“
』
】
∽
“
Ｑ

Ｏ
＞
○
づ
“
＞

「
】
“
一
“
目
０
】
“
Ｑ

∽
●
“
「̈
０
一‘
引
０
一口
【

彙

Σ
＞
ヽ

盤

彗
国
８

日
判

週

詞
引

Ｊ

剰
目

劉

∃
日

硼

ｄ

劇
∃

叫

剣
副

コ

ゴ
側

Ｊ

到

―

さ
出
幼一に
お
Ｑ
ｏ
日
【ゼ
五

ｃ
ゝ
鷺
】】埓
Ｑ
ｏ
＞
ｏ
Ｏ
ｓ
＞
消
ご
“
口
ｏ
お
０
∽電

一】
ｏ
撼
ぢ
頂
一
ｏ
日
湿
】二

ｏ
●
留
下

露

＞
∽ギ

乙

礎

謳

詳

韮

猟

指

拇

揖

担

滝

ぉ
、
日
】竜

ｔ

旨

ゝ

ヽ
日

・
ｏ
①
層

五

百
に
出
ｏ
一一稲

路

コ
０
脳
口
ど

趙

一
８

鳳

０
日
に
「
】拭
電
ヌ
＞

一日
「ち
二
）パ
●
簿
日
ｏ
綱
罵
一
昭
Я

■

，
日

ゼ̈

こ

き
層

■

富
日
コ
鞠
０
甘
一ち
日

り
目

〓̈
一≧
ｃ
ヽ
下
＞
ｏ
Ｏ
ｃ
＞

∽
“
口
壼
學
出
中Φ
一●
∽
　
∽
“
】
嘔
づ
０
０
０
】
鮎

○
口
網
脳
】
〕Ｑ

】一出
コ
やに
　
∽
僣
口
綱
つ
ｏ
＞
“
ヽ

嘱
●
】』
Ｏ
゛
”
燿

目
∝
¨
』
ｏ
　
ｏ
ｃ
Ｉ
「
】』
】
Ｑ

ｏ
ぢ
Ｂ
，

へ到
刷
―
ｌ

ｏ
１
８
司
―
赳
冽
∃
到
Ｊ
日
判
刻
ユ
■
ヨ
ヨ
副
乱乱
己
炸
乱
到
可
司
劉
鮒
正
北

‐

ぉ
黎
ぉ
≧

“
コ
ｅ

∽
●
日

竜̈

五

や̈謳
一ヽ

ｃ
一
望
亀
０
の
薇
＞
●
弓
“
＞

ｏ
日
【ぜ
二
　
ｏ
ぢ
勁ｏ下
　
．

〇
餞
０

∽
０
●
卜
●
【”
＞
”＞
Ｃ
∽

』
ｏ
ｎ

∽
ｃ
ｃ
日
配
〓
ｏ
目
や
薇

∽
“
目
薇
〓
』
嘱
ｎ

』
¨
〕
汽
ヽ
″
ヽ

①
ハ

』
う
日
［
〇
〇
〇

哺
Ｈ

に
コ
”
』
】＞

０
一
』
①
＞

∽
①
〓
』
に
一
目
∽

〇

餞
ω
）
の
０
ハ
、
づ
【
に
＞
嘱
＞
∝
∽
　

―

ロ
ロ
】
』
○
や
Ｃ
燿

目
Ｃ
ｕ
』
ｏ

ｏ
日
コ
』】ヽ
ｏ
虚̈
０，
　
―

¨
∽
Ｃ
』
嘔
●
０
０
０
』
ヽ

〇
目
薇
〓
』
】
ロ

。【一
〓
目
や
Ｃ

の
に
目
層
づ
ｏ
＞
“
ヽ

〇
＞
〇
●
Ｃ
ヽ
″

．〓
．∞
Ｎ



∽
“
】
い
０
０
０
０
Ｈ
Ｑ

ｏ
日
コ
】
二

“
当
［起

言
９
Ｇ
パ
●
８
５
ｃ
Ｏ

∽
に
「
い
０
０
０
０
】
Ｑ

ｏ
日
】竜
二
一コ
「［ヽ

い一ｏ
３
Ｎづ
∽ご
澪“ｏ

華
一
ｃ
■
畷
口

ρ
“
＞
】』
ρ

∽
輌
】
ｏ
や‘
が
日
徹
日
Ｉ‐
日
判
引
「

（
―
引
瀾
劃
劇

あ
０
「
ｏ
＞

８

Ｔ
お
暮

∽

ｏ
日

一ゼ

五

８

日

“
●
●
層

五

ｏ
・
口

罵
日

ｏ
３

“
一出
「巳

昌

旨

日
】ゼ

五

旨

∽
下

一一出
中【場

「一島

旨

】】
ｏ
一Ｎ

【選

鋼

ｏ

ｏ
日

「き

二

ｏ
●
勅
①
下

ｏ
口
ｏ
日

ｏ
「巳

璃
幼

蒟

酬

司

司

劇

日

剣

ヨ

制

司

劇

劇

ｄ

剣

Ⅵ

到

沸

到

劇

引

酬

　

―

．“
〓
幼
「“
』
“
Ｑ
Ｏ
［口
】〓
』
一ヽ

“
一口
■
】
】＞
一“
Ｑ
Ｏ
＞
Ｏ
ｏ
“
＞

「
一
Ｓ
幼
〇
コ
お

Ｑ

望
だ
一【
９
編
増
編

ｏ
日

〓
【
「Ｑ

ｏ
８
Ｂ

下

∽
場
に
日
に
て
日

営

“
鶴

匡
８

∽
ヨ
ロ
①
日

３
贅
ｏ
て

ぁ
“
一Ｏ
Ｎ
ｏ
■
∽
０
一０
口
網
“
】
。
口
＝
出
』一。
日一
の
に
，
０
づ
Ｃ
＞

２
１

で̈
Ｑ
ず
お
ヽ
∽
ｏ
日
一ゼ
〓

・〓
鷲
】
に
日
ｏ
お
０
●
∽
一屋
つ
〓
〓

∽
事
お
ち
∽
ｏ
日
一ゼ
ニ

ｏ
ぢ
昭
下

Σ^
＞
飩

ｏ
Ｏ
彗
国
ｏ
ｏ
ｏ
い
に
コ
幼】下

０
〓
０
＞

９

・
日
さ
■

堀
脳

へ博
】い
Ｏ
ｏ
ｏ
８
Ｑ
ｏ
日
】脳
』二

∽
ａ
一響
く

６
目

∽“
∽選

「一曇

二
ｃ
遇

論

＞
ｏ
●
ｃ
＞

“
口
一】
中≧

８
■
●
出

ぃ８

】
曖
出
ご

∽
ｏ
一】僣
贅
３
の
Σ

＞
』

“
諷

『僣
〓
ｏ
日
ｅ
一ｏ
づ

一智
一日
一０
卦

＝
蹴
発̈
事
撫
鵠い・蝦
爆
輝）『̈Ｐ鶏響嚢
詳製
鋪錯勇
誓
がお
耽
〓Ｅ
透
Ｃ
Ｑ

増
綱
口
ｏ
お
出
ｏ
［ｏ
沼
一層

δ
づ
だ
ｏ
お

曽

Ｖ
Σ

ご
Ｈ
さ
′
ｏ
】ｏ
Ｏ
一ロ

ヌ
“
】ム

旨
０
お
０
お

К
“
電

覇
“
Ｑ

へ∽
ｏ
出
ｏ
「
ヽ
∽“
ｄ
口
〇
づ
鱗
ヽ
＞
事
い
ρ
一【“
“
劃
倒
習
剛
「
到
Ｊ
□
倒
「
剛
¶
剛
州
洲
劃
ｄ
司
コ
針
】
Ы
酢
一
ｇ
「
Ｊ
７
●
針
コ
別
渕
到
劃
引
司
鮎
　
‐

ご
●
お
〓
ｏ
】一
溜
一ｏ
出
ぉ

ｃ
口
ｏ
下

事
貿
お
コ
ぉ

さ
日
響
ロ
ロ
、
∽
“
日
一】】
Ｑ
∽
葛
Ｑ

旨

】】
ｏ
一Ｎ

】屋

智

ｏ
ｏ
逼

当

ｔ

ｏ
８
”
ｏ
「＞

“

日
ｏ
口
ｏ
日
ｏ
「Ｌ

沼
日
ｏ
一コ

撃

屋

お
０
屋

僣
お

ｏ
ち
日

ｏ
百
】

ご
８

一ｏ
】＞

８

つ
●

Ｏ
Ｌ

や扇

き

ｏ
ヽ

へ嘗
お
さ

■

瑠

「“
［“
ｏ
】一
ｏ
■

一層

漱
“
二

旨

０
お
０
お

路
“
８

一∽
僣
Ｑ

へ８
出
８
ヽ
∽
に
日
ｏ
づ
出
ぃ
三
繹
ρ
】一ｃ
“
劇
劃
Ｊ
州
Л
凶
判
矧
到
ｄ
コ
斜
樹
口
硼
日
副
■
「
詐
ｄ
劉
判
劇
ユ
　
‐

∽̈“
】
い
０
０
〇
〇
』
ヽ

ｏ
日
「晰
五

“
ぢ
員
一思

智
ｏ
　
ご
日
華
】五
　
ｏ
「急
　
お
Ｆ
雷
日
ε
編
　
“
暑

ｏ
馬
ヽ
　
∽鳳

一「
ｏ
罵
一君
遍

ｏ
日
】竜
二

　
ｏ
ぢ
も
下
　
∽】昭
日
に
０
電

＞
ｏ
も
に
＞
　
へ∽
凛
』
ｅ
Ｃ
Ｎ
■
に
¨
』
ｏ
　
ｏ
日
コ
』
■

　
ｏ
ぢ
鷺
】＞

ぁ
●
重

要

出

ｏ
日

ゼ̈
ニ

載
き

［日

∃

Ｊ

劃

＝

劇

剛

訓

「

劇

劉

副

側

劃

引

お
●
コ
３
一「曳

ｏ
日
軍
『言
ｏ
＞
宙
日
、
「

絡̈
Ｑ
∽
君
む
“
）∽
●
口
［に
“
“
ａ
Ｃ
８
一０
一“
“
ぅ
ロ

に
出
ｏ
ｏ
ぷ
「
増

∽口
“
日
下
に
一“
当
日

ご
口
ｏ
日
が
出
ｏ
Ｏ

ｏ
日
【ギ
五

ず
き
一【罵

曽
日
卦
増
諮
Ｑ
ｃ
網
曳
】一“
０

（∽●
出
○
＞
　
識
日
、
【い
〕∽“
Ｑ
　
“
一幼０
畷
貯
む
　
へ̈
澤
目
「
こ
』
ｏ
一
　
〇
口
綱
贅
「①
一
　
曽
日
ス
［い
一∽“
ヽ
　
∽●
“
一Ｃ
つ
一∽Ｃ
ａ
　
．ｍ

一■
２
ｏ
〓
趙
Ｑ
〓
「『
ｃ
日
「ゼ
ニ

璃
】澤
出
・
∽

＾

ぉ
○
】、
出
∽“
ａ
∽
Ｈ
ヽ
＞
０
０
■
Ｑ
璃
“
口
●
コ
潔
】Ｑ

．【

あ

Ｈ
餞
＞

０

】
①
ヽ
　
に
出
０
目
一“
　
∽
“
】
い
０
０
０
０
】
ヽ
　
○
口
】
】出
』
一
ヽ
　
ぃに
出
幼
中に
ぉ

Ｑ
　
ｏ
口
〓
出
】
一
Ｑ
　
“
一“
口
ｏ
】
∞
Ｑ
　
∽
”
‘
中】
〇
一に
一
ｏ
『口
・【

ｏ
日

ゼ̈

ニ

　

ｏ
８

Ｂ

下

　

∽
「
路

日
だ
電
昼

＞
ｏ
一
“
＞
　

∽^
〓
〓

ｅ

“
Ｎ
・【目
ｃ
¨
』
ｏ
　

Ｏ
日

コ

凛

ヽ
　

●
ぢ

習

】＞

（
口
一
幼
“
』

に
や
』
“

目
「
羽
「
Ｏ
Ｎ
）
〓
づ
嘔
´

∽
Ｏ
∽
日
配
【
出
ヽ
“

∽
〇
“目
に
】
０
【
０
〓
∽
ｏ
●

の
に
螢
】
、
「
〓
卜
＞

曽
』
嘔
弓
①
０
０
』
Ｑ

Ｏ
目
轟
〓
』
嘱
角

●
づ
嘔
０

∽
〇
∽
目
“
【〓
ａ
Ｃ

∽
〇
パロ
“
】
ハ
【
①
〓
∽
∽
“
目
】
、
「
〓
卜
＞

ず
』
い
も
０
０
０
』
Ｑ

Ｏ
目
肩
脳
』
【
餞

．“
．∞
Ｎ

-1

Ｏ
Ｈ

．寸
．∞
Ｎ



∽
‘
】
い
う
ｏ
Ｏ
Ｏ
】
ヽ

ｏ
日

コ
】
五

一湖

〓
撼

ず
Ｒ
も
パ
●

旨
卜
に
Ｏ

∽
“
】
い
０
０
０
０
】
Ｑ

ｏ
日
】竜
五

一湿
一［場

一一〇
い
０
パ
●
∽
Ｆ

Ｃ
Ｏ

】
Ｈ

あ
Ｈ
ソ
冨
＞

∽
“
＞
Ｏ
づ
“
＞

〇
幼
Ｃ
】
∽̈
Ｃ
ヽ

璃
ｅ
ｏ
出
路
。
お
お
ち
∽
ｃ
ゝ
鷲
】
】聡
Ｑ
油

お
僣
お
出
①
事
８
で
日
苺
鳴
劉
判
倒
ヨ

ゞ
】
●
出

襲
）
お
一・
∽
“
鶴
口
ｏ
お
Ｑ

∽
遍
】
ｏ
ヽ
さ
日
ぁ
】
ｏ

ｏ
日
一ギ
■

ｏ
Ｆ
留
「＞

さ
日
壱
綱
濃
僣
０
０
ち
〓
察
肖
澤
切
お

事
“
口
ｏ
お

。
「
ご

∽
≡
Ы
測
到
創
醐
Ы

ｏ
日
コ
出
ｎ

ｏ
●
励
増
＞

へ∽“
幼
聖

“
日
に
Ｏ
ｏ
づ
●
“
口

Ｃ̈
】罵
口
Ｏ
ち
に
「

ぅ
０
い
０

増
口
∽
９
負
一
出
侶
ｏ

∽
●
つ
お
０

「
ｔ

島

慮

［∽
お
■

∽
出

ｏ
ュ

一ゝ

“
二

選

“
“
Ｆ

Ｓ

】選

“
８

】
お
も
潟

き

ｏ
飩
】
一
ｏ
出̈
】ｏ
』
Ｏ
Ｑ
Ｏ

口
】一】ヽ

８

壕
０
ぉ
０

ぉ

∽
ｏ
雪
轟
一路

ヽ

ぉ
０
当
日
Ｑ

∽
ｏ
日
２
増
∽
①
“
ｏ
【Ｓ
に
出

づ
響
①
「

輛
引
Ⅵ
剛
コ
ｄ
「
Ｊ
剣
副
列
劉

刻
「
Ｊ
∃
副
刹
到
引
劇
期
日
目
司
∃
コ
劇
到
「
劇
「
刻
酬
劇
引
∃
「
コ
刷
悧
測
■
謝
剣
到
日
日
「
ｄ
聟
引
測
劇

判
Ｊ
Л
引
剣
８
調
引
コ
掛
目
日
「
ｇ
Ы
日
劇
Ｊ
「
ヨ
引
「
到
∃
珊
倒
呻
引
日
到
淵
Ы
到
倒
呻
悧
劇

ゞ
“
ｏ
畷
場
鱗

●
■
■
ｏ
お
出
聖
ｏ
い
日
　
〇
魚
０
　
∽「ち
硬
だ
ｏ

ｏ
［“２
】ヽ

∽増
「ｏ場
が
日
鴫曽
ｏ　
ｏ
日
コ
】二

ｏ
ぢ
幼載
＞

．∽
Ｈ
〕
‘
飩
〆ヽ
“
一つ
［①
脳
∽ぉ
Ｑ

ず
お
ち
の
ｃ
拭
鷲
】一諮
ヽ

消

お
ｃ
Ｆ
出
ｏ
中一
８
８
日
一Ｓ

゛
日
一ゼ
ｔ

】
中
の
ｃ
＞
ｏ
●
“
＞

〇
鷲
】一路
ヽ

官
●
出

さ
コ
ｏ
お
Ｌ

８
電
ｏ
ち
∽
ｏ
〓
一オ
●
∽づ
中８
撼
Ｎ
「選

鋼
ｏ
ｏ
日
一当
二

ｏ
８
８
下

ご
日
卦
増
総
ヽ
３
お

〇

き
日
む
鴬
照
●

〇
口
相
黎
】一Ｑ
‘
出
ｏ
「「
僣
（∽
一６
】】
Ｑ
Я
【っ
口
∽
「お
口̈
ｏ̈
ぉ
贅
ｄ
「事
口
０
〇
一
∽
】僣
一出
■
一】一∽“
Ｑ
∽
】∽僣
口
】“
０
ぅ
に
＞
０
０
Ｃ
＞
　
．“

∽̈う
目
Ｑ
日
白い
●

∽●
一口
】０
に
夕
鋼
事
●
ｏ
Ｏ
「　
が
つ
ぉ
づ
　
】
ｃ
　
，
∞
●
“
一のに
、
　
へが
「出
ｏ
」
Ｑ
　
ず
口
】“
脳
】①
Ｑ
　
に
出
口
ｏ
「一∽Ｃ
Ｑ
　
Ｏ
“
○
［に
やに
出

へ至
覇
に
お
Ｑ

ｏ
日
コ
消
ヽ

●
“
口
ｏ
お
Ｑ

∽
鳳

「
ｏ
ヽ
「ｏ
■
一

ｏ
日
】ゼ

ニ

ｏ
８
８
下

∽
路̈
日
“
０
日
２

．Ｎ

お
ｏ
】
θヽ
場
“
Ｑ
ｏ
∞
Ｏ
［に
一僣
当
○
中一綱
●
Ｏ
お
出
ｏ
一ｏ
い
口

〇
飩
Ｏ

ｏ
■
Ｑ
“
】“
■
●
コ
沼
】
ヽ
　
．Ｈ

ぉ
出
ぉ
≧

増
出
９

僣
出
ｏ
】［潟

（
‘
〓
ｏ
＞

８

ギ
お
一●
∽

ｏ
日
】ゼ

五

の
２
螢
“
ぢ
日
お
二

ｏ
つ
口

罵
日
ｏ
∽
●
Ｓ
当
】
Ｑ
ｏ
口
）

ｃ
∞
ｏ
罵
馬
出

■̈
口
ｏ
お
出
聖
ｏ
ト
ロ

〇
餞
０

】
ｏ
Ｏ
∽
●
日
「き

五

∽
●
■
ｏ
一
ｃ
が
目
に
“
』
０
０
日
〓

由
熱
ｏ
ぢ
幼
増
＞

あ
【
Σ

餞
＞

輌
£
ｏ
出
簿
。
一
お
ち
∽
０
ゝ
鷲
】
詔̈
Ｑ
増

お
“
で
〓
ｏ
■
６

お
日
一重

げ
日

一ゼ

五

消

∽
“
＞
〇
●
“
＞

℃
幼
雷
一∽
僣
Ｑ

ゞ
』
が
出

武
〓
●
う
∽
“
島
目
ｏ
お
Ｑ

∽
〓
』
ｏ
ヽ
Ｎ
目
“
”

ｏ

ｏ
日
一ゼ

ニ

ｏ
ぢ
憾

＞̈

あ
・
コ
】
ｏ
串
』
綱

ｏ
日
■
一〓
①
＞
，
日
、
●
「認
Ｑ
∽
〓
む
に
一∽
が
口
一“
∞
に
ｎ
ｄ
８
一０
一“
¨
●
口
に
出
目
２
習
増
∽
が
日
卦
増
総
Ｑ
∽
〓
黛
あ

僣
編
言
ｏ
＞
■
段
Д
ｏ
＞
す
日
ハヽ【い
一∽に
Ｑ
璃
渤
聖
３
“
ぃ一●
口
一日
】
髯

ｏ
日
一出
て
一
，
日
、
一い
一∽“
Ｑ
∽づ
“
罵
ε
∽“
Ｑ

．∞

曽̈

】
Σ

輌
£
ｏ
〓
路
Ｑ
一
「
増
ｃ
日
型
】二

璃
澤
贅
●
∽

ご
コ
ｏ
に
ｃ
〓
ε
綱
　
に
一贅
℃
趨
Ｑ
　
∽
ョ
”̈
】
ｅ
璃
鷲
■
　
ｏ
日
コ
】
五
　
ｏ
ぢ
幼
ｏ
】＞
　
∽
「∽雷
颯
壱
電

＞
ｏ
Ｏ
ｃ
＞

＾

８̈
諷
晰
“
ヽ
四

】
Σ

綱
Ｌ

璃
軸
目

言
一Ｌ

　

「

∽̈
づ
一】
〇
いぉ
Ｎ
一ｄ
“
“
粕
〇

２
＝
ゼ
ニ

ｏ
ぢ
幼
ｏ
中＞
う
な
≧
に
増
出
ｏ
卜

あ
Ｈ
】
Σ

お
ヽ
一ち
Ｒ

】思

”
ｏ
中一“
“
Ｃ
日
「さ
五

ぼ
日
ｏ
Ｏ
疑
ｇ

ε

い
０
∽
２
電

コ
ξ

８
日
ｃ
一ｅ
ｏ
ｔ

ｏ
口
ご
日
コ
中
Ｑ
載
さ

ｃ
Ｆ

Ｓ
日
ε
■

ｃ
長
】ｏ
場
Ｑ
∽電

】̈
ｏ
撼
一ｏ
一颯

ｏ
日
『ゼ
ニ
　

ｏ
８
Ｂ
下
　

∽
】路
日
む
０
電

＞
ｏ
Ｏ
ｃ
＞
　

へ∽
編
』
ｅ
ｃ
Ｎ
■
ｃ
ｍ
』
ｏ
　

ｏ
日
璽
出
ヽ
　

●
ぢ
瞥
【＞

げ
∞
〇
【“
や
“
〓

一
目
【目
○
』
一
〓
０
【０

日

日

〇

餞
０

』
ｏ
魚

∽
璧
日

ヽ
ｏ
出
卜
′

ｒ
』
嘔
づ
ｏ
ｏ
ｏ
』
ヽ

ｏ
目
薇
〓
』
【
餞

∽
【
】
ロ
ニ

】
①
ヽ

●
一
い
つ

∽
〇
∽
澤
“
【脳
ヽ
“

∽
〇
【口
Ｃ
】
´
【
①
〓
∽
①
目

∽
”
目
】
、
「
〓
ヽ
＞

識
』
嘱
弓
０
０
０
』
ヽ

〇
目
轟
〓
』
【
餞

崎
．∞
Ｎ

０
．∞
Ｎ

＼v′



∽
ｃ
燦

Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
】
ヽ

ｏ
日
『ゼ
■
●
当
【ヽ

一一ｏ
●
０
パ●
∽ご
′“〇

Ｃ
口
「
日
】
０
一
Ｃ
ｔ
ｒ
●
８
【づ
目

【“
“
に
、

Ｃ
Ｏ
螢
∞
一ｄ
Ｓ
】
∽
【０
一
０
ワ
［

．〇
飩
０

∽
９
性
ぞ
一“
＞
『ヽ
′僣
∽
て
０
お

の
Ｅ
』
●
葛
Ｎ
■
●
“
』
ｏ
ｏ
日
コ
』
五

●
ぢ
Ｂ
下

ｏ
Ｏ
出
、
＞
う
０
■
“
“
ヽ
８
日
ｏ
一∽
場
ｏ
日
】晰
五

慇
■
日
日

尋

“
０
お

¨゙
お
一づ
∽
ｃ
で

お̈
饉
電

・
日
ぢ
】
Ｑ

罵
“
“
Ｑ

∽“
】い
ｏ
０
０
０
】
Ｑ

場
〇
ロ
ス
瀾
譜
＞

が
お
出
Ｅ
一
ｏ
一綱
Ｆ
は
口
一く

．“
日

ｏ
出
「
ｏ
一
ｏ
口

∽
事
【
Ｃ
一
●
∽

０
●
∽
■
口
】
幼
０

＞̈

０
一
〇
＞
０
一

０

「
一

割

「

『

ｄ

∃

ゴ

到

引

Л

日

翻

ゴ

ヨ

同

Ｊ

図

８

】̈湿

へ一轟

ｏ
に
バ
鳳

“
８

畷
ｒ

喝

“
ゼ
出

．〇
口
綱
出
一■
“

●
爛
＝
〓
ｏ
黎
“
Ｑ
　
ず
口
濠
〕出
目
「串
一Ｃ
　
Ｏ
●
目
　
ず
口
ｏ
一０
　
富
一口
「「
０
０
口
ｏ
一に
出
　
い
Ｈ　
】
Ｏ
Ｑ
　
ヽ
一に
出
　
”
“
〓
０
＞
　
ｏ
目
　
∽
Ｈ

〕
‘
ヽ
′ヽ

一̈つ
［０
出
∽“
Ｑ
「一い
つ
】】
Ｅ
一
一Ｃ
口
＝
一月Ｏ
留
Ｃ
ａ
ｏ
一幼
へ“
員
】ｃ
一０
一０
出
“
き
（
∽
】ｔ
ａ
一●
∽
ｏ
口
綱
脳
】
「ヽ

Ｃ
ｔ
Ｏ
［に
０
っ
∽

ご
鷲
』

駅̈

６
日
一
お
出
ｏ
日

ｏ
ぢ
日
「二

】喘

ち
口
壽

一【０
＞
ｏ
口
い０
つ
ご
日
さ
馬
づ
●
∽
８
事
ぉ
ち
の
ｏ
日
「竜
五

〇
●
螢
ず
●
ｏ
〕●
●
「
「
ｏ
Ｏ
口
０
電
出
崎
［
』
ｏ
Ｑ
魯
“
出
ａ
ω】３
＞
ｏ
口
∽
〓
Σ
飩
＞

‘
口
】勅
聖
＞
∽輌
】
ｏ
場
お
∽
一■
日
０
お

○
∽
０
〇
〇
「
Ｑ
　
，
日
コ
】二
　
室
Ｆ
Ｕ
】＞
　
に
つ
お
　
∽
増
】
９
“
羽
日
ぁ
】
ｏ
　
ｏ
日
コ
】二
　
ｏ
τ
瞥

＞̈
　
∽
甲
お
ち
∽

選

き

ｏ
虜

還

雷

ｏ
書

ぶ

路
目

増
畠

劃

∃

ヨ

∃

剰

斗

Ｔ

倒

俳

計

■

＝

‐

ざ
日
「ぼ
出
ｏ
日

ｏ
●
日
「
中０
コ
一
一ｏ
口
層
〕一一
・０＞
①
口
ち
ρ
ぴ
日
卜
お
一
●
∽

∽
ｏ
『ｔ
ａ
や●
∽　
ｏ
口
綱
出
】
一ヽ
　
〇
●
口
　
ず
●
０
『ｏ
　
，
】口
］】
０
０
口
〇
】に
出
　
崎
【　
】
ｏ
Ｑ
　
ｎ
中に
出
　
●
ｃ
目
ｏ
＞
　
ｏ
口
　
】“
】
出̈
∽一に

七̈
日
一●
∽
ｏ
●
ｏ
て
し
［①
中出
Ｃ
Ｏ
】
”
∽
○
∞
一に
つ
“
Ｑ
へ，
Ｄ
「
ｏ
一●
∽
∽
○
賀
ｒ
ａ
Ｏ
●
∽
ｏ
＞
●
つ
官
●
出
】ｏ
Ｏ

〇^
】０
消
＞
一０
出
○
や

〇
●
口
宙
目
ｏ
響

ず
■
■
ｏ
Ｏ
口
①
罵
出
崎
［
】
ｏ
ら

，
Ｃ
出
ョ
ω一６
＞
ｏ
口
∽
〓
２
』
＞

“
口
】幼
増
＞
∽
●
「
ｅ
ｃ
お
溜
■
日
つ
に

ｏ
８
ｏ
ｏ
餞
Ｑ

識
日
】き
、

夕
「
Ｂ
下
　
ｃ
Ｏ
お
　
∽
増
】
ｅ
“
が
日
ぁ
】
ｏ
　
ｏ
日
コ
】二
　
ｏ
８
Ｂ
下
　
∽
■
お
ち
∽

選

き

０
●
‥

『ｓ

Ｒ

ｏ
≡

ぶ

８
目

ε
出

劃

判

珊

月

ロ

コ

非

ご

罫

一証一訃

『■

計

―

“̈
〓
』
“
＞
）
に

〓̈
〇
一
∽
』
で
だ
ヽ

〆ヽ

に
日

“
ｓ
［
幼
ｏ
一下

に
コ
ｏ
，
日
編
編

場

稲
Ｑ

，
“
卜

．∽
Ｈ
Ｖ
Σ

¨

“
づ
〇
＞
つ
∽

∽
目
¨
』
〇
一
に
』
一
∽
】
目
「
日

「
“

〇
∽
ｏ
ｏ
Ｏ
』
ａ

Ｆ
目
轟
嵐
』
嘱
ヽ

夕

『
ド

渤
①
【
＞

に
つ
麹
”

∽
●
】
』
〇
一
薇
Ｎ
引
目
Ｃ
如
』
〇

ｏ
日

望
』
五

ｏ
ぢ
む
，

ご
一一「
“
ち

∽
路
ゝ
お
０
●
∽
〓

∽
●
日
］ゼ

ニ

∽
〓
鑑
Ｈ罵

載
き

ｃ
掏
８

日
】
増
増

雰

〕＞

〓
目
＞
●
●
に
＞

】一、
幼
應
』
中
∽
“
ヽ

∽
Ｏ
ｄ
口
Ｃ
一
〇
●
づ
】
ｏ
Ｑ

∽
、
七
お
一
●
∽
Ｏ
●
鋼
製
】
【
Ｑ

あ
‘
お
贅
聖
一

∽
〓

日
一に
一
〇
日
】だ

０
「中
旨
＞
●
づ
ｃ
＞
賜
ヽ
「穏

ヽ

穏̈

湧

ｏ
日
〓

一〔

〓
警

ｃ
日
ｏ
お
づ
虜

〓

ュ
い
」

沼
罵

湧

ｏ
日
『通

８

７

ｏ
一ム

ヨ

η

到

劇

Ｊ

目

司

∃

悧

国

副

列

∃

∃

目

∃

＝

■

酬

，
ヽ

』”
中
一
８

総
ち
『馬
理

。
Ｔ
づ
憔

∽
“
＞
．
“
鵡
＞
“
綱
〓
≧̈

路
一【
長

ぉ
ｏ
】雪
颯
喘
∽
９
一“
脳
３
∽
ヌ
［＞
飩

に
ス

罵
ョ
ｏ
日
ａ
［ｏ
Ｏ
「な
一日
尋
卦

ず
日
「き
二

●
コ
ｏ
ト

メ
中奢

ｏ
Ｎ
僣
日
ｏ
お
０
が
∽
「繹
０
一

ｏ
日
一ゼ
ニ

ｏ
ぢ
幼ｏ
下

．目
冽
釧
劇
「
Л
判
Я
司
呵
劇
冽
倒
叶
＝
樹
釧
「‐社
側
⊥
鶏
一
訃
副
∃
¨

○
づ
口
】
∽
“
　
∽
“
∝
目
■
憬
あ
や
“

〇
餞
０

∽
０
つ
＞
０
一“
＞
＞̈
Ｃ
∽

ぶ
一σ
お
日
【罵
一
〇
出
馴
∃
「

‘
″匡
Ｆ
【，
ｔ
ａ

（〇
無
０

∽
０
０
（
０
一“
＞
一＞
“
∽
　
■
Φ
Ｑ

∽
ｏ
日

に
出
①
〓

“゙
　
∽
○
』
い
０
０
〇
〇
【
Ｑ
　
ず
Ｆ
〓
出
【
一Ｑ
　

“̈
】

●
彎
ｏ
に
Ｎ
。【目
”
ｍ
』
●

】『●
】つ
目
“
〓
』
０
餞
●
づ
〓
に０
′

∽
Ｃ
』
喘
●
０
０
０
』
餞

Ｏ
目
薇
〓
』
哺
鮎

】
晨
〓

（∽
“
ロ
ロ
】
目
】
”
０
一＞

】
・【
一
Ｃ
日

卜
幼
”
』
嘔
の
に
』

∽
●
”一
』
●
や
●
∽
●
督
薇
脳
』
】
餞

∽
●
目
】
０
や
∽
】
∽
∽
０
目
「
口
”
目
撃
Ｏ

Ｃ
漁
』
に

の
Ｏ
「
一
』
Ｃ
一
目
∽
∽
●
】
∽
〇
】
』
に
目
「
目
目
ｏ
』
Ｑ

∽
“
【
日
ヽ
「
〓
卜
＞

○
目
書
〓
』
】
餞

“≧
網
目
【
ね
０
一＞

』
。【
∽
に
Ｃ
日
Ｌ
幼
“
』
【
∽

∽
０
【一
』
“
一
コ
∽
Ｏ
Ｃ
〓
【〓
』
【ヽ

．
Ｈ
．６
Ｎ

で`1

― 一̈“一一一一一一一， 一一， 一．。一一一一一一一一一一一一一一“「一一ヽ
一一“一一一一一一一一一ゝ
一一一一一一一一一一一一一一．一一一一



ず
一目
中】
０
０
口
ｏ
一に
出

Ｆ
】口
事
「
時出
∽
は
やお

Ｏ
●
口

ず
口
０
一づ

〇
∞
』
Ｏ
Ｑ
“
Ｃ
壼
増
出
『〇
やＣ
ヽ

∞
‐
［
●
イ
ト
に
一
】に
出
∽
Ｃ
）Ｃ
Ｏ
口
【一０
〕
バ

ご
口
“
中
め
［
①
一
ｏ
●

お
口
澤
〕■
ｏ
＞
●
∽

∽
【
　

Ｖ
Σ

　

一
　

ｅ
Ｆ
雷
目
増
出

６
日
「出
目
ヽ

が
日
中一τ
黎
≧

ｏ
●
口
ｒ
】ｏ
尋

，
福
「】ｏ
Ｏ
口
ｏ
一に
出

り
Ｈ
む
Ｑ

，
Ｃ
出
思

一［
・ｏ＞
ｏ
口
∽
Ｈ
Σ
餞
＞

事
増
ｏ
出
路
Ｑ

「一い
０
「ョ
Ｅ
一
一Ｃ
口
綱
綱
ｏ
出
∽
ｏ
〓̈
お
いう
∽
へ僣
口
】お
一０
一ｏ
出
に
き
（
∽一ｔ
ａ
一●
∽
ｏ
口
綱
出
】一Ｑ
僣
ｔ
ｒ
ａ
Ｏ
●
∽
【〓
”“
餞
『ｏ
「

６
日
「な
出
ｏ
日

ｏ
ぢ
日
日
五

一脳
一
一ｏ
●

う
に
コ
０
＞

ｏ
口
や０
〇

一∽
Ｏ
ｄ
Ｏ
『●

〇
口
き
ぃ
【に
０
づ
∽
∽
ｏ
一ｔ
ぉ
一●
∽
〇́
が
口

ず
口
０
】ｏ

ず
一口
】】
Ｏ
づ
口
０
［“
鱗

い
［

８
ヽ
ｎ
ｃ
鱗

層

】【０
＞
０
脅

口

Σ

餞
＞

“
綱
幼
ｏ
一お

Ｑ
ミ

の
〓
』
ｅ
ｃ
』
一
の
■

・【日
う
に
８

８

ｏ
』
魚
〓
日
コ

』
■

ｒ
言

”
綱
＞
　
・■
『】
ｅ
ｃ
お
∽
■
一日
一
特
　
ｏ
８

ｏ
ｏ
】
ヽ

嘗
日
】竜

五

●
『
幼
ｏ
】＞

一ち
∞
ち
∽

に
Ｏ
ｏ
●
一
ｂ
ヽ

餞
一

∽
【
】
Σ

一
に
つ
ｏ
＞
●
∽
Ｃ
日
「出
】
五

ｃ
喜
目
場

綱
き

０
「
ｏ
，
日
ε
綱

∽
増
】
ｏ
一“
】ｏ
■
一
ｏ
日
コ
】
二

ｏ
ぢ
昭
「＞

．Ｃ
目
０
一Ｏ
０
０
ぉ
も

一
】
①
ヽ
Ｑ
一に
出

ぅ
娼

ゞ

昌

〓
勅餞

増
蝠
８

お
き

【Ｅ

●
一８

日
路

日
』

綱

鴬
∽潟

ｏ
“
ｏ
紹
嗅

づ
罵
ム
な

∽
璃
贅
も
ヽ
Ｑ

ご
】）
属
さ
●
∽
　
∽
ｃ
ｔ
ｒ
Ｃ
Ｏ
●
∽
　
①
】ヽ

“
　
∽
●
口
串
０
一
ｏ
当
∽
　
】
僣
　
∽
Ｃ
〓
に
出
∽
に
一‘
　
ｒ
】
い
ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
】
Ｑ

一薇
“
】“
口
ｏ
】

（０
飩
０

∽
・０
つ
、
０
【“
＞
で
′“
∽

僣
“
口
〓
に
出
一０
「
一】
●
出

へ０
「
Ｏ
Ｃ
口
Ｈ
パ
囁
口
】
゛
∽
「＞

】
「
Ｃ
Ｐ
Ｑ
Ｏ
〓

の
ｏ
「〓
お
い
●
∽
∽
●

】̈
〇
一“
一
０
】ｑ
一

ｏ
日

コ
百

Ｑ
　

ｏ
ぢ

幼
聖
＞
　

へ一〓
●
●
∽
　

∽
〓

幼
ｃ
凛
路

Ｑ
　

】●
な
出
載
一
　

日

増

∽
う
お
日

【重

　

】
一
　

■

＞
ｏ
●
薇
＞

．Ｏ
Ｃ
一Я
〓
０
一
〇
【
Ｓ
、
幼
“
・〓
∽
“
Ｑ

∽
①
〓
』
“
一
５
∽
０
０
０
』
５
匡

Ｌ
「
一
一、
幼
“
】
∽̈
に
負

一５
＞
Ｏ
ｏ
“
＞

●
∽
【●
〓
ｅ
編
ｏ
】目
】
ｏ
ロ
コ
』
】０

●
ぢ
巻
事

“
Ｏ
ｏ
●
０
お
Ｑ

颯

ざ
喜
ｏ
８
』Ｑ

８
事
お
椰
∽

ぉ
出
ぉ
≧

ｃ
ゝ
甘
日
●
口

ご
謳
〕
‘
∽
【ｇ

∽
ｏ
当
３
●
ヽ
８
配

∽
ｏ
＞
ご
ｏ
中ａ

ｃ
＞
、
月
ｏ
お

『
ｃ
日
下
“
０
ぉ
Ｑ

ず
６
お
一●
∽

増

ゴ
ぁ
つ
ご
ｇ

日
ａ
［ｏ
Ｏ
言
肩
ゼ
ニ

に
な
要

一思

曽
ｏ
∽
●
中８
一に
お
∽
■
【日
Ｏ
ｃ
Ｆ
Ｏ
お
一が
∽
ご
日
事
お
彗
∽

貿
島
罵
増
∽
“
“

あ
目
】』
Ｏ
や
に
お
∽】
。
日
日
づ
付

Ｆ
遇
』
ｃ
一
”
∽

趙
¨
綱
選
出
場

ｃ
日
一６
”
轟
∽

ご
口
ｏ
日
が
出
ｏ
一

●
日
「ゼ
五

ご
コ

一ｏ
Ｏ

ゴ
お
口
“̈
「「
〇

，
日
〓
ｏ
囀

Ｑ

ず
「
出

●
６
お
ち
∽

ｏ
日
コ
瀾
ｎ

ｏ
８
Ｂ
下

Ｎ
つ

．●
“
口
】
∽“
∽
配
¨
目
理
に
∽
゛
●
ｃ
日
、
づ
脳
、
＞
∽
ｏ
】一』
●
一
目
∽

Ｎ
〓
↑
０
お
）
増

∽
綱
』
ｅ
“
暉ｏ
■
・【
●
日
コ
』
■

ｏ
言
瞥
，

コ
買
い
′
曾
●
バ
ｏ
「
ヽ
ｏ
日
、
で
出
か
′
８
電
“
ち
∽

．∽
一属
】
０
０
口
一に
∽
∽
う
一に
も
で
′
』】
０
「
剛
劇
「
引
「
ｑ
釧
∃
¬
「
¶
Ｈ
劃
馴
＝
刹
馴
引
副
（‐Ⅶ
剛
引
劃
「
「
「
ｄ
引
劇
刊
欄
劇
ｉ
（
‐
劉
馴
刈
＝
ｑ
「
到
刻

∽
慕
ち
日

∽
罵
一∽
コ
凛
雷
Ｑ

瀾
●

ゞ
鳴
贅
路
場

め
‐繹
く

０
■
ち
日

】一串
髯
“
Ｑ

コ
僣
ム
』
Ｑ

ご
コ
ｏ
お
日
】
ε
肩

●

８

＞
が
∽

四

）

Σ

一
∽
「
路

日

Ｓ

日

繊

ぉ
Ｅ

』
ｅ

“
』
や
∽
■

嘱
日

づ
ｄ

ｏ
８

ｏ
ｏ
』
ヽ

ず
日

コ

』
電

Ｆ
警

習

】
＞

お
日
ヽ
Ｎ
に
Ｑ
ｏ
日
】き

二

ｏ
塵
】】罵

に
日
に
な
膚
日

檜
教

罵
鋭

】ヽ

日

９
８

∽
Ｈ

Ｖ
Σ

．四

Ｍ
Σ

一
“
Ｏ
ｏ
＞
・
∽

ど
澤
ｔ
ｅ
“
』
゛
の
■

・【日
づ
“

ｏ
８

ｏ
ｏ
』
島

ド
日
コ
』
Ｌ

Ｆ
言

習
写

に
０
ぉ

∽
層
』
ｏ
罵
Ｎ
■

“
¨
』
ｏ
ｏ
日
コ

』
■

ｏ

ε̈

①
，

ｃ
コ
罵

日
】
ε
綱

ゞ
∽
●
７

ａ

●
日
一者

二

教

雰

】＞

〇

餞
い
）
∽
０
や
、
づ
［”
＞
】
＞
Ｃ
∽

〇
づ
鍼
、
＞

∽
に
』
［
Ｏ
ｏ
０
０
』
ヽ

〇
口
〓
脳
』
】
ヽ

】
“
〓

に
』
口
【
Ｎ
Ｏ
【
』
ｎ

ｏ
日

卜
●
〓
、
＞

●
ｏ
】
や
』
Ｃ
一
５
∽

∽
ｏ
言
に
メ
∽
に
一
ｃ

』
】
∽
〇
【●
、
Ｎ
に
ヽ

ず
目
綱
脳
』
・【魚

ぃの
に
目
轟
＞
に
』
）
∽
【
∞
①
』

Ｆ
目
晨
脳
』
】
餞

め



14

1V SKYRII」 S
VIESUJU PIRKIMU WDAUS KONTROLE

30' Viesqfq pirkimq vidaus kontrole - Perkandiosios organizacijos viesqjq pirkimq procese
idiegta vidaus kontroles ir rizikos valdymo sistema, skirta identifikuoti galimas klaidas ar pazeidimus
bet kuriame pirkimo proceso etape, uZkirsti jiems keli4 ateityje ir uZtilrinti su tuo susijusiq rizikos
veiksnirl valdym4 bei tinkam4 vie5rfq pirkimq 

"Vkdyrn+- 31' Viesqiq pirkimq vidaus kontroles igyvendinimas apima Siuos vidaus kontroles
elementus:

31' 1' kontroles aplink4 - organizacing skuktDr4, vie5qjq pirkimq proceso valdym4,
personalo valdymo politikQ, vadovg, darbuotojq profeiinio 

"rg.rio 
principus ir taisytles,

kompetencij4 ir kitus veiksnius, turindius ftakos vilsqi,+ pirkimq vidius kontroles fgyvendinimui ir
kokybei;

3l-2. rizikos vertinim4 - rizikos veiksniq nu5tatym4 ir analizg;
31.3. kontroles veikl4 - veikl4, kuria siekiama sumaZinti neigiam4 rizikos veiksniq poveikj

viesqjq pirkimq procese ir kuri apimaigaliojimq, leidimq suteikim4, funkcrlq atskyrim4, prieigos prie
turlo ir dokumentq kontrolg, veiklos pneZitu4ir kitq ,rudo,ro nustatytq reikaiavimq fuif.vrirarl 

r -

31.4. informavim4 ir komunikacljq - su vidaus kontrole iusijusios aktualits, lssamios,
patikimos ir teisingos informacijos teikim4laiku vidaus ir i5ores informacijos vartotojams;

31.5. stebesen4 - nuolatini vielqjq pirkimq proceso renltatystebejim4 ir vertinim4.

V SI(YRIUS
VIESUJU PIRKIMU VYKDYMO RIZIKOS IR JU VALDYMAS

Nr. Rizlkos velksnlal
Rizikos prieZasiiq

apralymas
Kontrol6s priemoniq

apra5ymas

滓 曇飛二蝙1瓢 爾画獨 愈 剋
32.1 Vie5qjq pirkimq vykdymo

reglamentavimas
neatitinka teisds aktq
reikalavimq

- Organizacrjoj e neteisingai
reglamentuotas vie5qjq
pirkimq procesas

-Nekonkrediai apibreZtos
vie5qjq pirkimq proceso
dalyviq funkcijos ir
atsakomybes

- Vie5qjq pirkimq proceso
dalyviai nera deklaravg savo
privadiq interesq ir pasira5g
ne5ali5kumo deklaracijq bei
konfidencialumo
pasiZadeiimu

-Skaitmenizuotas Tvarkos
apra5o rengimo, tvirtinimo ir
atitikties teises aktams
prieZiDros procesas

- Pasira5yta sutartis su i5or6s
tiekeju del konsultaciniq
paslaugq teikimo

- Sukurta dokumentq
Sablonq (proj ektq) baze

32.2. Zema vie5qjg pirkimq
proceso dalyviq
kompetencija

- Daliai darbuotojq, kuriems
priskirtos vie5qjq pirkimq
proceso dalyviq funkcijos,
Sios funkcijos nera
pagrindines

- Del boriniq ir praktiniq
Lini4 trtikumo,
kompetencijos stokos
vieiqjq pirkimq srityje gali
btti nesilaikoma teises aktq,

-Skaitmenizuotas vie5qjq
pirkimq procesas, maLinant
darbuotojrl darbo laiko
s4naudas ir atsisakant
pertekliniq procedrlrq

- Pasira5yta sutarlis su iSores

tiekeju del konsultaciniq
paslaugq teikimo

- Vie5qjq pirkimq proceso
daly.viq kompetencijq
kelimo mokvmai



reglamentuojandiq viesqjq
pirkimq vykdym4

- Rengiant pirkimo
dokumentus tnrksta

- Sukurta dokumentq
Sablonq (projekrq) baze

Korupcijos rizika - VieSUiq pirkimq proceso
dalyviai, piktnaudZiaudami
savo turimais igaliojimais
arba padetimi, gali siekti
naudos sau arba kitam
asmeniui

-Skaitmenizuotas vie5qq
pirkimq procesas

- Sukurta vidaus kontroles
sistema (skaitmenizuota
darbuotojq paskyrimo ir

procedtra, aiSkus viesqlq
pirkimq proceso dalyviq
funkcijq reglamentavimas ir
atskyrimas taikant ,,4 akit4
princip4", skaitmpnizuotas
uZduodiq atlikti funkcijas

uZduodiq lvykdyrno ir

procesas)

- Skaitmenizuotas visq
duornenu apie planuojanrus
ir atlikturs pirtimus
surinkimas, ldiegti duomenq
analizes ir kontloles
sprendimai bei Savivaldybes

atsakingierns
suteikta

prie Sios

　́　）

VI SKYRIUS
PRETENZIJU IR GINCU NAGINEJIMO TVARKA

33. Perkandioji organizacijanagrineja tik tas tiekejq pretenzijas, kurios gautos iki pirkimo
sutarties sudarymo dienos ir pateiktos laikantis VPI VII skyriuje nustatytq terminq. Neprivaloma
nagrineti pretenzijt4, teikiamq pakartotinai del to paties priimto sprendimo arba atlikto veiksmo.

34. Kiekvienas gindas, nesutarimas ar reikalavimas, kylantis i5 sutarties ar su ja susijgs, turi
buti sprendZiamas derybq keliu vadovaujantis Lietuvos Respublikos civiliniu kodeksu, Vej, mtais
teises aktais, apklausos s4lygomis su visais dokumenQ priedais, tiekejo pasiDlymo dokumentais.

35. Jeigu anksdiau nurodyti gindai, nesutarimai ar reikalavimai negali bDti i5sprgsti derybq
keliu per 15 kalendorinirl dienq, tai Salys susitaria sprgsti juos Lietuvos Respublikos civilinio pro""ro
kodekso nustat5rta f.tarka, paduodant ie5kini teismui pagal uZsakovo buveines vietq, nurodyt4
Juridiniq asmenq registre.

VII SI(YRIUS
BAIGIAMOSIOS NUOSTATOS

36. Ui,Perkandiosios organizacijos vykdomus vie5uosius pirkimus atsako vadovas. Vie5qfq
pirkimq iniciatoriai, organizatoriai ir kiti su viesaisiais pirkimais susijg asmenys uZ savo veikl4 atsako
pagal Lietuvos Respublikos istatymus.
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VieSqjq pirkimq organizavimo
ir vidaus kontroles tvarkos apraSo

1 priedas

VIESoJO PIRKIMO PARAISKA
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Vie5r+i q pirkimq organizavimo
ir vidaus kontroles tvarkos apra5o

3 priedas

辮麟麒頸珈濶颯鉤‰m

=1齢
聾鍛咄 需澁 蒼蝉]奮驚珈職

1 .3 . nepasilikti j okiq man pateiktq dokumentq koprj q.2' Man zi.no3a, kad su pirkimu susijusiq informacij4, kuri4 viesqjq pirkimq istatymo irkitq su jo igyvendinim} susijusiq teises utaq 
"oriatos 

numato teikti pirkimo procedurosedalyvaujandioms arba nedalyvaujandioms Salims, galesiu teikti tik ipareigotas (-a) pirkimo komisijosar Perkandiosios oryantzacijos vadovo ar jo igai=ioto asmens. ronfiaencialiq informacij4 galesiuatskleisti tik Lietuvos. R espubrikos istatymq n rsiatytai, atvej ais.3. Man isaiskinta, kad konfidenciari4 iniormaciiqsudaro:
3' f informacija, kurios konfidencialum4 nurode ii"t"lur ir jos atskleidimas nera privalomaspagal Lietuvos Respublikos teises aktus;
3'2' visa supirkimu susijusi informacija ir dokumentai, kuriuos Viesqjtl pirkimq istatymo irkitq su jo igyvendinimrl susijusiq teises adq nuostatos nenumato teikti pirkimo procedfrrose

dalyvaujandioms arba nedalyvauj arr8io*, Salims;
3'3' informacija, kurios atskleidimas prie5tarauja istatymams, daro nuostoliq teisetiems Saliqkomerciniams interesams arba trukdo uztikrinti s4zining4 lonkurencii 4.4' Esu ispetas (-a), kad, paieidgs (-uii; si pasizadejim4, iuresiu atlyginti perkandiajai

orgarizacijai ir tiekej ams padarytus nuostolius.
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